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出席者：（委員）石井会長・鈴木副会長・木原委員・高橋委員・長谷川委員 

・山本委員・井関委員・竹内委員 

    （市） 高橋部長・阿部課長・長尾主査・三好主査・塚崎主任・志村主事 

 

傍聴者：２名 

 

１ 開会 

〇事務局  それでは、定刻となりましたので、ただいまから第５回クリーン北広島推進審

議会を開催させていただきます。 

      議事に入ります前にご報告をさせていただきます。本日の審議会は伊東委員

と見上委員が欠席となっており、委員定数１０名のところ出席者が８名となっ

ておりますので、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条

第５項の規定により会議が成立していることをご報告いたします。 

      また、本日の審議会につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

仕切り板を設置しております。ご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いい

たします。 

      次に委員の皆様に議事録作成に係るお願いです。仕切り板により発言が聞こ

えにくくなりますので、お手元にありますマイクを通して録音を行います。発言

される際には会長に発言を求め、指名されましたら、ボタンを押してから発言さ

れますようお願いいたします。 

      それでは、条例施行規則第２条第６項の規定に基づき、以後の進行は議長とな

ります石井会長にお願いしたいと思います。石井会長よろしくお願いします。 

２ 議事 

○会 長  今日は最後の審議会になります。今日で答申案をまとめることになります。そ

れでは、会議次第に沿って議事を進めてまいりたいと思います。まず、本日の議

事録署名委員の指名を行いたいと思います。署名委員として高橋委員と長谷川

委員にお願いいたします。なお、北広島市情報公開条例第２０条の規定で、附属

機関の会議は公開するものとする、とされていますので、今後この審議会につい

ても、原則公開といたしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

      それでは、事務局から次第の２議事（１）第４回クリーン北広島推進審議会の

整理について、ご説明願います。 

○事務局   

 

前回の審議会の整理について説明 

 

○会 長  前回の復習になりましたが、なにかご質問や意見はありませんでしょうか。 
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○委員 A  アプリの件についてですが、今年の１０月から苫小牧市がごみ分別アプリを

リリースしたみたいで、ごみ処理カレンダーやごみ分別の方法の他に、市のイベ

ントの情報も発信されているようで、ごみ以外の情報を知ることができるのが

とてもいいと思いました。北広島市で作る場合に参考にしてみてはどうかと思

いました。 

○会 長  確かにごみ以外の情報も知ることができるのはいいですね。 

その他にご意見等はありませんか。 

      次に、次第の２議事（２）答申案について、事務局からご説明願います。 

○事務局   

 

答申案について説明 

 

〇事務局  それから、今回の答申案にあたり、本日欠席されました委員からご意見をいた

だいておりますので、報告いたします。 

      内容としましては、２点ございまして、１点目につきましては、「１の（１）

生ごみの分別率向上について」の１行目「過去の審議会からの答申を受け、市民

に対して」の後に、「資源となる」という文言を加えるという点でございます。 

２点目につきましては、「３の（２）焼却施設までの効率的かつ経済的な運搬

について」の２行目「運搬距離がこれまでより長くなるため」の後に、「分別す

べき生ごみなどを可燃ごみに混ざらないよう徹底して可燃ごみの量を減らし」

という文言を加えるという点でございます。 

○会 長  過去の審議会でも答申案を何度か出していただきましたけど、今回の答申案

は、厳しいという字がたくさんあるという印象です。これからは厳格に分別だと

か、自己搬入のルールを徹底しようってことです。広域化に向けた取組に繋がっ

ているということも理解しています。今日はみなさんからご意見を頂きまして、

答申案をより良いものにしていきます。 

先ほど委員からご意見を頂きました「１の（１）生ごみの分別率向上について」

の１行目「過去の審議会からの答申を受け、市民に対して」の後に、「資源とな

る」という文言を加えるべきという意見はごもっともだと思います。こういう感

じで意見を頂ければと思います。 

２点目の「３の（２）焼却施設までの効率的かつ経済的な運搬について」の２

行目「運搬距離がこれまでより長くなるため」の後に、「分別すべき生ごみなど

を可燃ごみに混ざらないよう徹底して可燃ごみの量を減らし」という文言を加

えるべきという意見でした。これもいいと思います。ただ、ミックスペーパーな

ど他の資源もございますので、「分別すべき生ごみなどの資源を」にした方がい

いかもしれないですね。 
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こんな形でいいので、ご質問あるいはご意見いただければと思いますが、いか

がでしょうか。 

○委員 B  ４点ほどありまして、１点目が「答申書」の８行目「大きな変化が見込まれて

いるところであることから」とありますが、くどいと感じるので「大きな変化が

見込まれていることから」でいいかと思いました。 

２点目が「答申書」の 13 行目「更なる分別と減量化の施策が求められるとこ

ろです」とありますが、これは分別によって減量化になるわけですので「更なる

分別による減量化」の方がいいと思います。   

３点目が「１の（２）ミックスペーパーの分別率向上について」に収集量が増

加傾向だとありますけど、理由としては袋が無料であることが大きな要因だと

思うので、そういった文言を追加するべきだと思います。 

４点目が「３の（２）焼却施設までの効率的かつ経済的な運搬について」です

が、普通ごみの中に生ごみがはいっているのは曜日が同じだからではないかと

いう話が前回出ていましたよね。生ごみと普通ごみの排出する日を分けた方が

混入しづらいのではないかという意見ですけど、私はそれがとても重要なこと

だと思ったので、この中のどこか入れるところがあれば入れたほうがいいのか

なと思いました。 

○会 長  １点目はその通りでございます。 

２点目の「分別と」のところは難しいところで、文脈を見ると分別の事を言っ

ている文章ですので、分別による減量化で構わないかなと思います。 

３点目が少し微妙で、袋が無料だからミックスペーパー収集量が増加傾向と

いうことで、これを書いちゃうと生ごみ袋も無料にしてよ、と言っているような

ものになりますよね。 

○委員 B  書かなくてもいいですけど、高齢者のみなさんもわざわざ袋をもらいに行っ

ていますよね。それは無料というところが大きいと思います。 

○会 長  もちろんそういう要因もあると思います。 

それから４点目の生ごみと普通ごみの回収の収集日が一緒なので分別協力率

が下がっていることに関して盛り込んだほうがいいということで、これは文章

を工夫して大丈夫であれば盛り込んでいただければと思います。 

○委員 B  具体的に生ごみが普通ごみに混入とは書きづらいと思うので、混入しやすい

品目は曜日を分けるという表現でもいいかと思います。 

○会 長  生ごみだけが資源ではありませんからね。 

○委員 C  具体的な文言までは考えてこなかったですが、「答申書」の 10 行目「生ごみを

専用袋にいれて普通ごみと分別排出することがなかなか浸透せず」というとこ

ろ、ここに対する案はなかなかないと思いますけど、収集日を変えるということ

で、比較的分別が進むことが考えられますが、少量の生ごみしか出ないような一
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人暮らしの人が、その生ごみをどうするのかっていうことが課題だと思います。

せっかくの答申書なので、生ごみを家庭で保管する具体的な方法でこんな方法

もあるっていうことを組み込めたらいいのかなと思いました。 

○会 長  以前の審議会でもその話題になりました。小さな袋は設備の処理上の問題で

無理だということで、冷凍庫にいれて保管するといいよと答申に入れました。こ

れは例えばストレートに「１の（１）生ごみの分別率向上について」に分別する

ための方法を「厳しい対応をすることが必要である」という表現のほかに、少量

の生ごみに対する排出の仕方の工夫の周知というような文言をいれて、それで

も混入している場合には、と入れ込めるようでしたら文章はお任せしますが入

れた方がいいですね。 

それから、可能な限り情報提供をしなくてはいけませんね。市民のみなさんが

普段どうしてと疑問をもっていることに対して、情報を公開することも大事で

す。これは答申書に書く必要ないです。 

○委員 A  例えば、市民の意識を高めるために北広島市で環境都市宣言とか、SDGｓ未

来都市宣言とか、脱プラスチック宣言とか、市長から市役所職員に対してプラス

チックごみ削減宣言をしてもらうとか、そういった宣言をすることについて答

申に載せてもらうことはできるのでしょうか。 

○会 長  この答申案はこれまでの議論のまとめなので、今までの意見にあるものが望

ましいですが、今日も審議会のうちの１つなので僕としては賛成ですけど、他の

委員の皆さんどうでしょう。入れるとすればまとめの方になりますが、例えばボ

ールパークもきて大きな変化がある今こそ機会だよってところにうまくつなげ

て、北広島市で SDGｓだとか脱プラスチックに関する積極的な取組を期待する

だとか、そんなようなところには入れることができるかなと思います。 

○委員 A  追加ですけど、例えば脱プラスチック宣言ですと市議会でペットボトルを不

使用にするってことからでも宣言できるそうなので、やりやすいかなと思うの

と、所沢市では市長から市の職員に向けて宣言して、市の会議の時には湯呑を使

って、なるべくペットボトルを使わないようにしているそうなので、参考にして

いただければと思います。 

あと、ごみのポイ捨て禁止条例なんかもしてほしいです。ボールパークと駅の

間の通行者によるポイ捨ての増加が懸念されますよね。 

○会 長  どの程度まで書くかっていうのはいろいろあると思います。宣言とか言っち

ゃうと結構大きなことに聞こえるけど、できることからやればいいじゃないか

と、まず市議会でやれることがあるし、市長が職員に言って、まずは自分達から

やると、そういう小さな一歩から始めようということですね。 

○委員 A  市からやっていただいて、市が一生懸命やっているから、市民も共感して頑張

ってほしいですって感じで言った方が共感を得やすいかなと思いました。 
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○会 長  できることからやっていけば、市民にも伝わりますよってことですね。 

ちなみにポイ捨て禁止条例は市で過去に検討したことはありますか。 

○事務局  ポイ捨て禁止条例に関しましては、本格的に検討したことはありませんが、他

市の事例を調査研究したことはございます。条例になると実効性などがなかな

か難しいところがありました。 

○会 長  実効性とはどういう意味ですか。 

〇事務局  札幌市で実際にそれを監視する人を置いて、罰則を適用させるのが難しいと

いったことがありました。 

○会 長  条例にこだわる必要はないですよね。みんなで取り組むのが大切です。ポイ捨

てしちゃいけないと、それから北広島駅を出たらお客さんも気持ちよくすごせ

るようにきれいな街にしましょうと、条例とは言わなくても気持ちの入った言

葉を届けましょうと。ポイ捨て禁止条例とかって意見出ましたけど、気持ちとし

ては北広島市がごみも含めた環境に対してしっかりと取り組んでいただくこと

を北広島市民以外のお客様にも周知できるような、そんなところにしてほしい

ということでよろしいでしょうか。 

○委員 B  今の意見に関連して、「まとめ」で市長から市民へということですが、私たち

市民の意識が高まらないとだめですよ。ペットボトルを使わないようにとかも

うやっている人はやっています。自分でマイボトルを持ち歩いて、なるべくペッ

トボトル買わないとか、そういうものをどんどん広げていく必要があると思い

ます。すでに取組んでいる市民団体もあるのでそういう団体の力も借りて、市民、

団体、みんなで盛り上げていくことが大事だと思っております。やっぱり市民が

高まらないとだめですよね。自分達が意識を変えるという気持ちで、意識改革を

しましょう。市内にはいろいろな団体がありますので、そういったところにも投

げかけていただきたいと思います。 

○会 長  今まで一般廃棄物処理基本計画を作った時に、周知に関することを色々考え

ました。今回は「４の（１）多様な媒体を用いた周知について」で踏み込んでア

プリの導入、QR コードを用いた周知っていうのがありますので、そういったと

ころに今言われた、市民の意識が向上するように、あるいは答申案には盛り込ま

れていませんけど、前回の意見でキャラクターの話だとか、なにか市民が意識を

向上するような働きかけっていうのは常にしていかなきゃいけないものなので、

アプリで多様な情報をという話がありましたが、そういったものをうまく使い

ながら市民の啓発に勤めていくような工夫をしていきたいですね。 

○委員 D  「３の（３）最終処分場の確保について」ですけど、第６期最終処分場の残余

容量が 37％ということで、令和６年度よりも早く埋め立てが終了する見込みと

書かれていますけど、今のペースでいったら令和５年なのか４年なのか、その辺

の数値がでているのかわかりませんが、できるだけ今の状態では満杯になりま
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す、なので、何％くらい削減すればもちますよ、みたいな根拠的な数字があるの

であれば書かれた方がいいかと思います。そうしたら、私たちは何％削減すれば

いいという考えになると思いますので、可能であれば書いておいたほうがいい

のかなという気がします。 

○会 長  例えば「答申書」の下から 10 行目に、第６期最終処分場の埋立量が計画量よ

り多いと書いてあって、ここに例えば 1.5 倍とかっていう数字を入れたらどうで

しょうか。どれだけ削減すればというのが難しければ、これだけ多く入ったとい

うことを書くのもいいかもしれないですね。定量的な数値をいれた方が良いと

思いますが、この残余容量は覆土の量も含まれているので、正確なごみの量をだ

すのは難しいですよね。 

○委員 D  難しいのであれば、別に入れなくてもいいと思いますけど、数字がわかるの

であれば入れて緊迫感を持たせたほうがいいのかなと思いました。 

○会 長  焼却処理が開始される、という言葉を、たしか令和６年度まで埋立処理ですか

ら、当初の計画にある令和６年度よりも早く埋立、という表現にしたほうが、若

干は緊迫感あるかもしれないですね。このままの予定よりも 1.5 倍の埋立量が続

くと焼却処理が開始されるよりも早く埋立が終了するという表現がされると、

ちょっと大変だなということになりますかね。 

直すところだけではなくて、たまには市の取組を評価する、ここはいいと思う

といった意見もいただけるとありがたいですがどうでしょうか。 

○委員 A  答申書からちょっとずれますけど、今日の午前中に環境課の長尾さんと志村

さんに環境に関する出前講座をしていただいて、聞きたいことに答えてくれる

感じで、素敵な資料を用意していただいて非常に有意義な意見交換などをでき

てよかったので、他の会社とか店舗でも出前講座をやってみてはどうでしょう

か。普段話さないようなことを話す良い機会になると思います。環境課のみなさ

んすごく良くしてくださって、感謝です。 

○事務局  ありがとうございます。市民のみなさんの生の意見を聞くことのできる有意

義な時間となりました。環境課としてもプラスになる部分があるかと思います

ので、これからも続けていきたいと思います。 

○委員 B  「まとめ」の、下から 3 行目に「ごみの減量化とごみ処理の広域化に向けた」

というところがありますけど、「次世代に向けた北広島市の環境保全」というこ

とであれば、ごみの減量化だけで広域化は別にして、ごみの減量化の意識を高め

としたほうがいいと思います。やはり、ごみを出さないという事が一番大事なこ

とですよね。ですから、意識を高めて、次世代の環境を守っていくという方がい

いのかと、広域のごみ処理はここにはいらないのかと、どこかにつけるのはいい

かと思いますが、この文章にはいらないと思います。 

○会 長  この表現には理由がありまして、諮問で聞かれたことに対して答えている部
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分になります。一応ここは結びの言葉なので、試問を受けた答申書ということで、

ご理解いただければと思います。この後、みなさんからいただいた意見をもとに、

私が代表して市長に答申書をお渡しするということでご了解いただこうと思っ

ておりますけど、ご意見があればどうでしょう。もう最後の機会になります。 

○委員 C  過去の審議会で話題になりましたが、きちんと分別を行っている事業所に対

してシールを配ったり、ポスターで周知したり事業所に向けてのキャンペーン

といいますか、広報啓発運動みたいなものがもうちょっと盛り込まれてもいい

のかなと思いました。 

○会 長  事務局さんにお伺いします。今年度の審議会は今回で終了ですけど、来年度も

いろいろやることがあるので、来年度もこういった形のクリーン北広島推進審

議会が開催されると思いますが、次回に向けた宿題を残しつつ終わることも大

事かなという気がしています。ボールパークができるまでは、来年度は事業系に

力を入れなきゃいけないということで、前回の資料にもあったと思いますけど、

議事録には残していただいて、事業者への啓発は次回の宿題にしてはどうでし

ょう。今回は大規模事業所を対象に事業所訪問を行うということを盛り込んだ

のと、受入基準を少し厳しめのものにしますよということを盛り込みます。来年

度手数料の適正化について踏み込んでやるということになりますので、事業所

に関することもやります。いかがでしょうか。 

○事務局  会長のおっしゃったとおり、来年度も事業系ごみについて審議会を行う予定

ですので、その部分については宿題とさせていただきたいと思います。 

○委員 B  感想ですけど私は団体の代表として来ていますので、団体から出た意見等を

出していますけど、大体は個人の意見なので、視野が狭い中での審議会になりか

ねないのではないかと思います。４回目の時の資料で運搬体制の見直しの理由

がありましたが、これは本当にその通りですよね。こういう資料が市から出され

て、本当にどこから調べたのだろうと思うくらい的確です。ですからこういう資

料があって、審議ができるようになると思いました。このような審議会があった

時には委員の狭い範疇ではなく、もうちょっと広めた話題提供を出してもらう

と広く考えて審議することができるのかなと思います。 

〇会 長  今回の審議会は話題がたくさんありました。ボールパークが来ることや広域

化することに対して事務局さんからの情報提供といいますか、こうしましょう

という提案型の資料が非常に多くて建設的な議論ができたのかなと思います。 

      今回まで発言していないみなさんどうでしょう。感想とかでもいいのでご発

言いただけますか。 

○副会長  もし次年度に向けて可能なら、具体的な数値をデータに基づいた資料を用意

して審議が行われるようにしたほうがいいと思います。例えばコストが安いと

か、いくらコストが削減できるのかデータを見ながら考えたいですよね。 
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○委員 E  今回ずっとうまく発言できなかったですけど、「２の（１）生ごみ及びミック

スペーパーの分別率向上について」で事業所を訪問しというところがあって、大

きい会社さんは比較的よくできていると思います。小規模なところになると間

違った認識をしているところもまだまだあると思うので、徹底することで状況

が改善されればと思いました。 

○委員 F  私も今回あまり発言できていなくて申し訳ありません。この文章が昨日届いて

読んでみて、個人的には素晴らしくまとめていただいたと思っております。これ

以上付け足すことはないのかなと、今までいろいろと審議させていただいて、い

ろいろ話をしましたが、この議事録が次年度に引き継がれていきますので、課題

解決に向けて使っていただければと思います。 

これから、ごみに対してもっともっと意識を高めなければならないです。個人

的には他の人よりは高いかと思いますけど、一般の人に目を向けますとまだま

だ意識は低いです。私の見えている世界も小さいとは思いますけど、奥様たちの

会話、その話が本音だと思います。団体とか入ってらっしゃる方は皆さん意識が

高い。でも、こういった主婦の方、または男性の一般の方も分別が面倒くさいと

思います。それが本音で、私はよく聞きます。それをうまく今回の答申の中に組

み込んで、その人たちに伝わればいいと思います。市の力を楽しみに待っており

ますと市長にお伝えください。 

○委員 C  「４の（２）市民団体との協働体制の構築について」に、小学生から大学生ま

での若者などを巻き込んだ啓発とか、大学生に対するごみ分別の啓発、大学生自

ら協力関係者と行えるようにするなどを盛り込むのはどうでしょうか。 

○会 長  工夫すれば文章次第で組み込めそうな気がします。 

○委員 A  「４の（１）多様な媒体を用いた周知について」の分別アプリの導入のところ

に学生を入れてみてはどうでしょうか。アプリは若者得意だと思うので学生の

意見を組み込んで作るとか、分別アプリを作る際に学生もアンケートとかアイ

デアを募集することによって、ごみ分別について考えざるをえない状況にする

のはどうでしょう。 

〇会 長  非常にいいアイデアですけどここに書くと、必ずそれをやらなきゃいけなく

なります。広く若い人の意見を聞きながら周知体制だとかを整えていくことと、

そういう人を巻き込んでやっていくということで協働体制のところに巻き込ん

で関係性の構築をしていただければ協力の仕方の一つの形がアプリの作成だと

かってことになりますよね。そんな形の方がいいかもしれないですね。若者の力

も意外と大きいので。 

その他はよろしいでしょうか。今回いただいた意見、出来る限り入れていきた

いと思います。 

では最後に、時間の関係で、私と事務局で答申を完成させるということで一任
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していただけませんでしょうか。それからこういった形で答申を完成させてい

ただいて、私が代表として市長に提出させていただきたいと思いますけど、いか

がでしょうか。 

それでは最後にその他になりますが、なにかございませんでしょうか。 

○事務局  本日の審議会ありがとうございました。６月３日から５回にわたりまして、短

い期間でしたけど、大変中身のある議論をたくさんしていただいたと思います。

今日欠席されている２名の方も含めまして、それぞれの立場を代表した団体の

意見、みなさんの感じている部分ということで、今回このような答申という形で

まとめさせていただきました。これを先ほど会長からお話がありましたとおり、

市長に答申させていただいた後に具体的な施策に向けて、私たちで作業をして

いきます。それと先ほどのお話で触れていましたけども、来年度以降もごみ処理

の部分については終わるわけではありませんし、課題も残っておりますので、ぜ

ひまた、審議会の方に参加していただいて、貴重なご意見をいただければと思い

ます。本当に短い期間でしたけども、夜遅い時間にもお集まりいただきまして、

ありがとうございました。  

以上、お礼の言葉とさせて頂きます。ありがとうございました。 

○会 長  それではこれで審議会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

 

≪１９時５０分閉会≫ 


